
 1 

                      
   

 

 

 

                                                                                                                                                      
                                
                           
 
 

 

酷暑／地球温暖化、中東・ウクライナの戦争、 R5／レベルダウンもつかの間の新たなウイルスが出現など。穏

やかならぬ年越しも、元旦から能登地震やら羽田の惨事など！！！引き続き、難しい年明けになりました。 

 ぶどうの郷／勝沼は皆さまにとって、”明るい一年！”の始まりとなりるよう願いつつ、穏やかな新年を迎えまし

た。 

 昨年は、新たな GV 勝沼のスタートの年。“農芸学舎”に改称、EＣＯツーリズム／基本コンセプトを明確にした

HP の立ち上げ。茶会やら童謡コンサートなど、財団の設立趣旨の沿ったイベントの開催に追われました。牧野エ

コロジカルファーム（ＭＥＦ）／余市との協業も、収穫祭に合わせての緒につきました。 

多彩な皆さんが拠られるようになり、また外に視野を拡げはじめた一年でもありました。（余市の牧野さんは、3

月にお里帰り。GV 学舎／勝沼もご見学いただく予定です） 他方、ぶどう栽培は温暖化の進行などによる病害対

策などさらに努力が強いられるであろうと案じています。 

今年は、昨年までの道筋を定着する年。確たる活動として、継続の年。茶会やら子供の居場所＊の後方支援

に務める心算です。             ＊居場所は、“子供とみんなの居場所あ・い・る”に改称されました。 

  7 月には会員の要望に応え、初めて北海道へ。有機農法の余市えこふぁーむへ。あと、ウポポイ／白老など先

住のアイヌ民族を訪ねての道南を案内いたしました。 

  本年は地元のみなさんとの勉強を兼ねた、自己啓発／研

鑽活動を中心にした、同様の一年になるでしょう。 

 

さて、今号の内容は、以下のとおり、 

 

    １ 居場所の皆さんによる、夏休み童謡コンサートにつづく、2 回目。  

                     クリスマス童謡コンサート    ５０名の“大人数の盛会！”  

    ２ 茶の湯会 企画担当から “今後について” 

    ＊予定した、秋のムジプロ同窓会は人数集まらず、キャンセルとなりました。 

    
Ⅰ、“子供とみんなの居場所あ・い・る”による クリスマス童謡コンサート 
    スタッフの皆さんの献身的な努力に“感謝・感謝！”。事務局不在でも、皆さんでの自主運営。 
                                                （詳細は、添付１のとおり） 
 
 
 
    今年は、岩崎保育園／地元のお母さんたちが、“SDG’S について”子供たちと考える会を検討中です。 
 

ＧＶ勝沼通信２０２４新春号 

 積丹岬（石狩湾の日の出） 
 

 

       ≪ EＣＯツーリズム ≫ 

 “生態系や自然環境に配慮し、旅を通して、 

 自然に対する理解を深めようとする考え方、 

 またそのような旅”      （広辞苑より） 

““農福連携農場”” 
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Ⅱ、茶の湯会 企画担当から “今後について”     

   茶の湯環境（玄関など）の整備。“目配り、
気くばり、思いやり”／日本文化の承継 

 当日は、雨！ 参加者１９名。前日からの受け入れ
準備。当日の来客は、１３名。裏方など、表社中の皆
さんの献身的サポートをいただき、なんとか初回を終
了いたしました。 

  第一席は濃茶／座敷、第二席は、縁側での薄茶。

色づいたぶどう棚下／緋毛氈椅子・東屋など庭先に

は出られず、整えた鏡石・枯れ山水のお庭を観賞い

ただけくことは叶いませんでした。 

 茶器などの什器・備品は有志からご寄贈をいただきました。大切にお預かりし、都度活用いただきます。今後も

“おもてなし”のこころを大切にして皆さんに諮り、可能な機会を用意し、皆さんのお越しをお待ちいたします。 

                                                   （詳細は、添付２のとおり） 
 

■ ホームページ立ち上げました！（スマホ閲覧は右記 QR コードから） 

https://www.soutofull.com/grapesvillage 

 

  今年は、２階（旧蚕室）／母屋の活用を模索、学舎の宿泊スペースに充てるよう思案中。            

皆さんからのご提案など待望いたします。 

Ⅲ．ＳＤＧ‘ｓに添った、今後の方向性（課題継続） 

1 Ｅｃｏｔｏｕｒｉｓｍ の涵養 古民家を活かしての、地域の皆さんへの啓発活動の支援   

  “生態系や自然環境に配慮し、旅を通して、自然に対する  

   理解を深めようとする考え方、またそのような旅”   （広辞苑より）   

2 Generativity 次世代へのスムースな引継ぎ   エコツーリズム／経営理念に沿った、人育て 

3 農芸学舎  ＩＴ環境（ＰＣ、Printer）／事務室の整備  ＊ＷＩ-ＦＩは、新設いたしました。 

         茶の湯環境  ⇒ 庭先（回遊池・灯篭など）のさらなる整備に掛かります。 

      その他、 離れの和室を学舎の書道・ソロバンなどの学習／研鑽スペースに開放の予定 

“焦らず、慌てず、侮らず！” に、着実な漸進を！ 

設立当初の経営理念・目的／定款に則した、“ブレナイ“活動をつづけます。 

運動・笑顔・交流／免疫力の維持高揚に努め、 “こころを楽園に！”  
       生き抜かれますよう 

 

２０２４年 新春 

    ＥＣＯ〔環境保全〕フォーラム 

    事務局 前田栄一 

一般財団法人ぶどうの郷創生機構                                        

茶会／観賞用に整えていただきました 
正面が鏡石とか。手前の池は、枯れ山水 


